















クストを見てみるとSHALL やSHOULD という語に対する xal や xuld という奇妙な綴
りや、おそらく発音の変化がまさに起こっているのではないかと思えるような















3  SHALL の語頭音/ʃ/に対する綴り字<x>の使用については、狩野（2015）で詳しく扱った。





























































なる。例えば Ancrene WisseやKatherine Groupの諸聖者伝など、Cursor Mundiなど、かなり詳細な研
究、複雑な言語の層を突き止めることが可能となる。
6  Wakelin（2014: 10）を参照。
7  Wakelin（2014: 3）を参照。























　また加筆／挿入（addition/insertion）という方法を取る場合、挿入記号 ^ や // 
ときに / 、あるいはa, b, c. . .などのアルファベットを用いて、当該箇所に挿入
 8  臨時綴り字は特に初期近代英語の母音の音価を推定する最も有効な資料としてZachrisson（1913）, 
Wyld（1936）などによって用いられている。ただ、臨時綴り字は伝統的綴り字を誤って記憶した結果
生まれたものとも考えられるため、証拠として用いる際には注意が必要である。
 9  Kerby-Fulton, Himo and Olson（2012: 208, 214）を参照。






効であるかを以下で示していきたい。ここでは Edinburgh Royal College of Physicians, 
MS of Cursor Mundi 12から用例を採る。
　Edinburgh Royal College of Physicians：MS of Cursor Mundiは13世紀後期から
14世紀初期（C13b2–C14a1）の間に写されたと考えられておりCursor Mundiは
未完で間違った順序で収められている。13 筆写には3人の写字生が関わってお
り、それぞれ Hand A: ff. 1r-15v, Hand B: 16r-36v, Hand C: 37r-50vである。方言
は Yorkshireと特定され、Linguistic Atlas of Late Mediaeval English（LALME）では
Hand Bの言語はLP 375で、Hand Cの言語は LP 14で詳細に記述されている。14 




　　# 296（Hand C）:  Edinburgh, Royal College of Physicians, MS of Cursor Mundi, 
fols. 37r-50v: C13b（460 452）York
　　# 297（Hand A）:  Edinburgh, Royal College of Physicians, MS of Cursor Mundi 
fols. 1r-15v: C14a（486 447）North East Reading Yorkshire
11  Clemens–Graham（2008: 35-48）が最近の中世写本学の参考書では詳しい。
12  Cursor Mundiの刊本はEETSよりR. Morrisの編集で出ている（EETS os. 57, 59, 62, 66, 68, 99, 101）。こ
れはBL, Cotton Vespasian A iii、Oxford, Bodleian Library, Fairfax MS. 14、Göttingen MS. theol. 107そし
てCambridge, Trinity College, MS. R. 3.8の4写本をパラレルに並べたもので、Edinburgh写本は第3巻
のTrinity写本21601~21846行目を補うために加えられている。Edinburgh写本情報については第7巻
「諸写本と方言に関する論考」を書いたH. Hupeに詳しい（Vol. VII, pp. 62-63を参照）。
13  Laing（1993: 53）ff. 37r-50v, ff. 1r-15vそしてff. 16r-36vには Northern Homily Collectionのプロローグと最
初の13項目が加えられている。
14  LALME, vol. I, p 88、Laing（1993: 54）を参照。LP 375については LALME, vol. IV, pp. 570-71、 LP 14は
LALME, vol. IV, pp. 605-606に言語データが示されている。なお、それぞれの写字生の言語は LALME
の地図上では位置の特定はされていない。
6　　# 298（Hand B）:  Edinburgh, Royal College of Physicians, MS of Cursor Mundi, 
fols. 16r-36v: C14a（455 476） North Reading Yorkshire 
（Extracts from the Northern Homily Collection）
　LEAMEにおいて、挿入は > >という記号の間に入れて記述されている。例
えば、<t>が挿入されているのであれば >T>、<ȝ>（yogh）が挿入されていれば 

















　　#298  heyt ‘HEIGHT（n.）’ 1x, in syt ‘INSIGHT（n.）’ 1x, ryt ‘RIGHT’ 1x, thot ‘THOUGHT’ 1x, 
not ‘NOT = NOUGHT’ 1x
　しかしながら、例えば RIGHT に対して#298の写字生B（Hand B）が通常用いる
綴りは riht（46x: adj., av., and n.）で、他の語も<h>が入った形が一般的と言える。
7写字生の修正から初期中英語期発音の変化を検証する






#296 þa`t´ ‘ THAT’1x, taȝ`t´ ‘TAUGHT’ 1x, wi`t´`e´ ‘WITAN’ 1x（3 times in total）. 
#297 þai-þa`t´ ‘THAT’ 1x,i`t´ ‘IT’ 1x, hih`t´ ‘HIGHT = called’ 1x, moh`t´ ‘MIGHT’ 3x, noh`t´ 
‘NOUGHT’ 4x, rih`t´ ‘RIGHT’ 1x, þoh`t´ ‘THOUGHT’ 1x, wi`t´ ‘WITH’, wroh`t´ ‘WROUGHT’ 1x. 
（12 times in total）








　　（1） Al sal torn again til noht
　　　　  Als þai war first ar þai war wroh`t´
　　（2） Þan paintid fire gain ouris moh`t´
　　　　  Þat apona wah war wroht
　　（3） Þai sal knaw baþe þi ded a þoh`t´ 
　　　　  Bot þar-for vnderstand þou noht
　　（4） Selcuþe kenli cuþe he fiht
15  <st>の綴りはAnglo-Normanの書記法に見られる綴り方で、Popeによれば<s>は摩擦音を表している
という（Pope, 1952: §1178を参照）。
8　　　　  He sloh þe king þat harald hih`t´
　　（5） Apon þe normanȝ forto fiht 












　　（8） þai-þa`t´ wald 
　　（9） noh`t´ murne 
　　（10） i`t´ war 
　　（11） noh`t´ hir 
　　（12） wi`t´ staf 
　　（13） moh`t´ I 
　　（14） moh`t´ in 
　およそ音の連続する様子を観察してみると /s/ に続く例は（6）と（12）, /m/に続
くのは（7）と（9）, /w/ に続くのは（8）と（10）, そして /i/ あるいは /i:/ に続く例は
（13）と（14）（あるいは（11）のhirは /h/ ではなく /i/ または /i:/ の環境に属するかも











　同じ写本に収められている#298 Northern Homilies Collectionsの写字生（Hand 
C）にも<t>が挿入されているいくつかの例がある。#298で<t>の挿入は以下の
5つの例に見られる。















　#298ではAND とGOD の2語が<d>挿入の対象となっている。AND の方はLAEME
10
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